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相関抽出法を基本としたプラント
異常兆候の検知機能の高度化
株式会社エクストラネット・システムズ

　本研究は各種プラントの
老朽化により故障の再発や
事故の発生のリスクが高ま
る中、運転員が気づかない
潜在異常の兆候を検出する
ことを目的としている。 

　既存の手法では検出感度
に関する課題や因果感駅や
原因発生の確立が不明確で
あるなどの課題があった。 

　また、保全側からの視点
として運転とメンテナンス
の相互関係を考慮した総合
メンテナンスへと転換を図
る必要がある。 

　さらに、回転機会の劣化
進展の追跡には、主システ
ム系の変動との関連性を考
慮する必要が生じる。

　キャラマップ式監視により、異常値の検出が可
能である。

キャラマップ式監視方法を拡張

キャラマップ式監視方法の 
プラントへの適用例

監視機能の高度化による
ユーザーメリットと 
今後の監視サービス

　これらの監視機能の高度化によるユーザーメ
リットとしては、プロセス異常のリスク低減、プ
ラント性能の効率維持や設計条件の最適化といっ
たものがあげられる。 

　また、監視用アプリケーションをクラウドに組
込み、顧客側のプラント装置や生産ラインの設備
に取り付けたセンサーからデータをクラウドへ送
り診断結果を受け取るIoTを活用したプラント装置
及び生産ラインの監視サービスを提供することを
今後検討していく。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

２． キャラマップ式診断とは ：回転機械適用例
( Character Mapping System )

相関抽出法（注１）
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【軸ズレ量の推定】
＠運転中

（注１）特許第3382240号

機械的劣化による
エネルギ損失
の割合

　具体的には①システム変数とメカトロ変数とを統合して
特徴を抽出　②各特徴量の乖離度を予兆監視の判定指標と
すること　③各特徴量と各変数との関係性から異常兆候の
要因群を推定する　というものである。 

　同社においては、相関抽出法を応用した異常兆候の検出
と因果分析技術による原因の特定という技術的特徴を有し
ている。データの大きさや強さではなく、関係性に注目し
て異常兆候を検出するモデルとユーザの要因ノウハウ集を
参考にした因果モデルを構築した。 

　これらの回転機械での適用実績をプラント系統へ適用す
ることがキャラマップ式監視方法の拡張となる。

従来の監視 ：正常運転時及び 異常時の
システム・メカトロ変数平均値の比較
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いずれの値も警報点未満であり、異常の告知はできない。第３図
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キャラマップ式監視：正常時及び異常時の解析結果
（統括的ＤＩ値分布と判定結果）
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キャラマップ式監視では、異常の検出が可能である。第４図

Copy right is reserved by Extranet Systems Inc.　また、異常検知時の要因推定により因果関係の
探索を行った。最大DI値となった次数の固有ベク
トルを適用し、変数枚の個別DI値を算出すること
で要因群の推定が可能になった。

ベント不良の特性（省略）から推定される変数群（T1,Ts,Fs,P1,Dist-A）
と、キャラマップ式監視結果から推定した要因群と一致する。

６．異常検知時の要因推定⇒因果関係の探索
■最大ＤＩ値となった次数の固有ベクトルを適用

変数毎の個別ＤＩ値を算出 ⇒ 要因群推定
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第５図
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変数毎のＤＩ値分布＠最大値の次数　　⇒　　要因推定の候補
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